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議第３７号   

令和８年６月２５日提出 

 

  令和９年度（２０２７年度）熊本市立平成さくら支援学校入学者 

選抜の基本方針の策定について 

  

令和９年度（２０２７年度）熊本市立平成さくら支援学校入学者選抜の 

基本方針について、別添のとおり定めたいので、議決を求める。 

 

 

熊本市教育長  遠藤 洋路   

 

 
 

（提出理由） 

  令和９年度（２０２７年度）熊本市立平成さくら支援学校入学者選抜の

基本方針を策定するため、熊本市教育委員会教育長事務委任等規則（昭和

２７年教育委員会規則第６号）第２条の規定により、教育委員会の議決を

求める必要がある。 

  これが、この議案を提出する理由である。 



 
２ 

令和９年度（２０２７年度）熊本市立平成さくら支援学校入学者選抜の基本方針 
   令和８年（２０２６年）６月２５日  

熊本市教育委員会 
  
令和９年度（２０２７年度）熊本市立平成さくら支援学校入学者選抜は、その教育を受けるに

必要な能力、適性等を総合的に評価して実施するものとする。 
 
１ 一般選抜について 

(1) 出願資格 
入学を志願することができる者は、原則として、学校教育法施行令第２２条の３に示す程 

 度の知的障がいを有する者であって、次のアからウまでのいずれにも該当するものとする。 
   ア  次の(ｱ)から(ｳ)までのいずれかに該当する者 
    (ｱ) 特別支援学校中学部、中学校又は義務教育学校を令和９年（２０２７年）３月に卒業 

見込みの者（卒業した者） 
(ｲ) 中等教育学校の前期課程を令和９年（２０２７年）３月に修了見込みの者（修了した
者） 

(ｳ) 学校教育法施行規則第９５条各号のいずれかに該当する者 
イ  保護者・本人ともに本市に住所を有する者 
ウ  令和８年度（２０２６年度）に平成さくら支援学校の教育相談を受けている者 

(2) 入学者選抜の方法 
      入学者の選抜は、出願者の出身学校の校長から提出された調査書等の書類及び選抜のため 

の学習検査等の結果を資料として、平成さくら支援学校長が行う。 
(3) 学習検査等 
  ア 学習検査等の日程及び内容については、平成さくら支援学校長が定めたものによる。 
  イ 必要に応じて受検者本人（保護者同伴も可）に対して、面接又は面談（以下「面接等」 

という。）を行うことができる。 
ウ 学習検査等の日数は、１日又は２日とする。 

(4) 主な日程  
  ア 出願期間  令和９年（２０２７年）２月１２日（金）～１７日（水） 
  イ 出願変更  令和９年（２０２７年）２月１８日（木）～２２日（月） 
ウ 学習検査等 令和９年（２０２７年）３月４日（木）、５日（金）の両日又はそれらのう 
ちいずれか１日  

  エ 合格者発表 令和９年（２０２７年）３月１２日（金） 



 
３ 

２ 二次募集について 
(1) 実施等 

合格者が募集定員に満たない場合は、二次募集を実施するものとする。 
(2) 日程等 
     二次募集を実施する平成さくら支援学校長は、出願者に対して、検査若しくは面接等又は
その両方を実施することができる。 
ア 出願期間   令和９年（２０２７年）３月１５日（月）～１７日（水） 
イ 検査等実施日 令和９年（２０２７年）３月１８日（木） 
ウ 合格者発表  令和９年（２０２７年）３月１９日（金） 

 
３ 二次募集の追加について 
  二次募集の実施後もなお合格者が募集定員に満たない場合には、二次募集の追加を実施する

場合もある。 
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令和９年度（２０２７年度）熊本市立平成さくら支援学校入学者選抜の基本方針 新旧比較対照表 

令和９年度（２０２７年度）入学者選抜の基本方針 令和８年度（２０２６年度）入学者選抜の基本方針 

１ 一般選抜について 

(1) 出願資格 

入学を志願することができる者は、原則として、学校教育 

法施行令第２２条の３に示す程度の知的障がいを有する者で

あって、次のアからウまでのいずれにも該当するものとする。 

ア  次の(ｱ)から(ｳ)までのいずれかに該当する者 
(ｱ) 特別支援学校中学部、中学校又は義務教育学校を令和９ 

年（２０２７年）３月に卒業見込みの者（卒業した者） 

(ｲ) 中等教育学校の前期課程を令和９年（２０２７年）３月

に修了見込みの者（修了した者） 

(ｳ) 学校教育法施行規則第９５条各号のいずれかに該当す 

る者 

イ  保護者・本人ともに本市に住所を有する者 

ウ  令和８年度（２０２６年度）に平成さくら支援学校の教育 

相談を受けている者 

  

 (3) 学習検査等 
  ア 学習検査等の日程及び内容については、平成さくら支援 

学校長が定めたものによる。 
イ 必要に応じて受検者本人（保護者同伴も可）に対して、面 
接又は面談（以下「面接等」という。）を行うことができる。 
ウ 学習検査等の日数は、１日又は２日とする。 

１ 一般選抜について 

(1) 出願資格 

入学を志願することができる者は、原則として、学校教育 

法施行令第２２条の３に示す程度の知的障がいを有する者であ

って、次のアからウまでのいずれにも該当するものとする。 

ア  次の(ｱ)から(ｳ)までのいずれかに該当する者 
(ｱ) 特別支援学校中学部、中学校又は義務教育学校を令和８ 

年（２０２６年）３月に卒業見込みの者（卒業した者） 

(ｲ) 中等教育学校の前期課程を令和８年（２０２６年）３月

に修了見込みの者（修了した者） 

(ｳ) 学校教育法施行規則第９５条各号のいずれかに該当す 

る者 

イ  保護者・本人ともに本市に住所を有する者 

ウ  令和７年度（２０２５年度）に平成さくら支援学校の教育 

相談を受けている者 

  

 (3) 学習検査等 
  ア 学習検査等の日程及び内容については、平成さくら支援 

学校長が定めたものによる。 
イ 必要に応じて受検者本人（保護者同伴も可）に対して、面 
接又は面談（以下「面接等」という。）を行うことができる。 
ウ 学習検査等の日数は、１日又は２日とする。 
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 (4) 主な日程  

ア 出願期間  

令和９年（２０２７年）２月１２日（金）～１７日（水） 

イ 出願変更   

令和９年（２０２７年）２月１８日（木）～２２日（月） 

ウ 学習検査等  

令和９年（２０２７年）３月４日（木）、５日（金）の両日 

又はそれらのうちいずれか１日 

エ 合格者発表  

令和９年（２０２７年）３月１２日（金） 

 

２ 二次募集について 

(2) 日程等 

二次募集を実施する平成さくら支援学校長は、出願者に対 

して、検査若しくは面接等又はその両方を実施することがで 

きる。 

ア 出願期間    

令和９年（２０２７年）３月１５日（月）～１７日（水） 

イ 検査等実施日  

令和９年（２０２７年）３月１８日（木） 

ウ 合格者発表   

令和９年（２０２７年）３月１９日（金） 

 

 (4) 主な日程  

ア 出願期間  

令和８年（２０２６年）２月１２日（木）～１７日（火） 

イ 出願変更   

令和８年（２０２６年）２月１８日（水）～２０日（金） 

ウ 学習検査等  

令和８年（２０２６年）３月４日（水）、５日（木）の両日 

又はそれらのうちいずれか１日 

エ 合格者発表  

令和８年（２０２６年）３月１２日（木） 

 

２ 二次募集について 

(2) 日程等 

二次募集を実施する平成さくら支援学校長は、出願者に対 

して、検査若しくは面接等又はその両方を実施することがで 

きる。 

ア 出願期間    

令和８年（２０２６年）３月１３日（金）～１７日（火） 

イ 検査等実施日  

令和８年（２０２６年）３月１８日（水） 

ウ 合格者発表   

令和８年（２０２６年）３月１９日（木） 

 



令和９年度（２０２７年度）熊本県立特別支援学校高等部等入学者選抜の基本方針 

令和８年（２０２６年）６月９日  

                                                          熊本県教育委員会  

 

 令和９年度（２０２７年度）熊本県立特別支援学校高等部等入学者選抜は、各特別

支援学校、学科等の特色に応じて、その教育を受けるに必要な能力、適性等を総合的

に評価して実施するものとする。 

 

Ⅰ ひのくに高等支援学校及び鏡わかあゆ高等支援学校専門学科  

  

１ 一般選抜について 

（１）出願資格 

入学を志願することのできる者は、日常生活を営むのに一部援助が必要な程

度の知的障がいのある者で、中学校、義務教育学校若しくは特別支援学校中学

部を令和９年（２０２７年）３月に卒業見込みの者（卒業した者）、中等教育学

校の前期課程を令和９年（２０２７年）３月に修了見込みの者（修了した者）、

又は学校教育法施行規則第９５条の各号のいずれかに該当し、以下の条件をす

べて満たしている者とする。 

        ①日常生活での行動が一人でできる者 

        ②公共交通機関等の利用が可能な者 

        ③保護者・本人ともに本県に住所を有する者 

        ④合格した場合は、必ず入学する者 

    ⑤出願先の特別支援学校の本年度の教育相談を受けている者  

（２）検査及び選抜の方法 

ア 検査等の内容は、出願先の特別支援学校長が定めたものによる。  

  イ 必要に応じて受検者本人に対して面接を、保護者に対して面談を行うこと

ができる。 

  ウ 選抜は、出願者の出身学校長から出された調査書、その他必要な書類及び

アの検査並びにイの面接の結果を資料として行う。 

（３）検査の日程 

出願先の特別支援学校長が定める。 

（４）主な日程 

ア 出願期間  令和９年（２０２７年）１月 ７日（木）～１２日（火） 

イ 出願変更  令和９年（２０２７年）１月１３日（水）～１５日（金） 

ウ 検査等    令和９年（２０２７年）１月２０日（水）、 ２１日（木） 

の２日間 

エ 合格者発表 令和９年（２０２７年）１月２８日（木） 

 

２ 二次募集について 

（１）実施する学校、学科 

合格者が募集定員に満たない学校、学科について、二次募集を実施するものとす

る。 

 （２）日程等 
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    二次募集を実施する特別支援学校長は、出願者に対して、検査、面接及び面

談のいずれか又は全部を実施することができる。  

ア 出願期間   令和９年（２０２７年）１月２９日（金）～２月１日（月） 

イ 検査等    令和９年（２０２７年）２月 ２日（火） 

ウ 合格者発表  令和９年（２０２７年）２月 ５日（金） 

 

Ⅱ Ⅰ以外の特別支援学校高等部等 

 

１ 一般選抜について 

（１）出願資格 

入学を志願することができる者は、原則として、学校教育法施行令第２２条

の３に示す障がいのある者で、中学校、義務教育学校若しくは特別支援学校中

学部を令和９年（２０２７年）３月に卒業見込みの者（卒業した者）、中等教育

学校の前期課程を令和９年（２０２７年）３月に修了見込みの者（修了した者）、

又は学校教育法施行規則第９５条の各号のいずれかに該当し、以下の条件をす

べて満たしている者とする。 

①保護者・本人ともに本県に住所を有する者 

    ②出願先の特別支援学校の本年度の教育相談を受けている者  

なお、重複障がい学級にあっては、出願先の特別支援学校が対象とする障が

いのある者で、その障がいを含め２つ以上の障がいのある者とする。 

また、訪問教育にあっては、原則として、特別支援学校中学部の訪問教育を

卒業見込みの者又は卒業した者で、出願先の特別支援学校から訪問可能な距離

の者とする。 

（２）検査及び選抜（選考）の方法 

ア 検査等の内容は、出願先の特別支援学校長が定めたものによる。  

イ 必要に応じて受検者本人（保護者同伴も可）に対して、面接又は面談を行

うことができる。 

ウ 学校が重視する観点に応じ、県教育委員会と協議のうえ、学力検査を実施

しない入学者の選抜を行うことができる。 

エ 選抜は、出願者の出身学校長から出された調査書、その他必要な書類及び

アの検査並びにイの面接の結果を資料として行う。 

オ 訪問教育にあっては、出願者の出身学校の校長から出された入学願と調査

書、その他必要な書類を資料として選考する。  

（３）検査の日程 

出願先の特別支援学校長が定める。 

（４）主な日程 

ア 出願期間  令和９年（２０２７年）２月１２日（金）～１７日（水） 

イ 出願変更  令和９年（２０２７年）２月１８日（木）～２２日（月） 

ウ 検査等   令和９年（２０２７年）３月 ４日（木）、   ５日（金） 

の２日間又はいずれか１日 

        ただし、訪問教育にあっては、書類による選考とし検査日は設

けない。 

エ 合格者発表 令和９年（２０２７年）３月１２日（金） 
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２ 二次募集について 

（１）実施する学校、学科等 

合格者が募集定員に満たない学校、学科等について、二次募集を実施するものとす

る。 

 （２）日程等 

    二次募集を実施する特別支援学校長は、出願者に対して、検査及び面接（若

しくは面談）のいずれか又は両方を実施することができる。 

ア 出願期間   令和９年（２０２７年）３月１５日（月）～１７日（水） 

イ 検査等    令和９年（２０２７年）３月１８日（木） 

ウ 合格者発表  令和９年（２０２７年）３月１９日（金） 

              

３ 二次募集の追加について 

二次募集の実施後もなお合格者が募集定員に満たない学校、学科等について、二次募

集の追加を実施する場合もある。 
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